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水素バリュー
チェーンの中流
でもプラチナ 

中流でのプラチナ 
利用も重要な役割 

 

 
 
 
 
 

 

水素は、エネルギー転換において、燃料・原料・

エネルギーキャリアなど多くの用途があることか

ら重要な役割を果たすが、中でも特に再生可能エ

ネルギーを使って生産するグリーン水素は脱炭素

化目標を達成するための鍵となる。そして水素バ

リューチェーンの様々な分野で使われているのが 

PGM だ。  

特に注目されているのは、固体高分子膜 (PEM) 

技術におけるPGM の触媒で、水素バリューチェ

ーンの上流では水を酸素と水素に分解して水素

を生産、下流では発電を行う燃料電池に使われ

る。陸海空の輸送を含むモビリティと定置型発

電に利用される燃料電池に使われるプラチナは

水素関連のプラチナ需要の最も大きな割合を占

めており、２０３０年までに １８.７トンに達

する予測だ。 

しかし、実は水素バリューチェーンの中流でも 

PGM が多く使われており、水素市場の発展とグ

リーン水素の国際取引において重要な役割を担

っている。 

中流でのプラチナ利用 

水素バリューチェーンの中流では水電解装置で

の水素精製、アンモニア分解、輸送と貯蔵の 

ための液体有機水素キャリア (LOHC) への水素充

填などで PGM が使われている。また持続可能な

航空燃料 (SAF) などの合成燃料(e-fuels) でも PGM 

の利用が高まっている。 

水電解プロセスではガスの分離が必ずしも完全

に行われるわけではなく、電解技術によっては

ガスの混入が起こる。したがって水素から不純

物を取り除く精製が必要で、その技術としては

電気化学分解が最も一般的だ。そこではパラジ

ウムを触媒とした薄膜を使う水素精製によって

水素を電気化学的に分離させることが行われて

いる。 

水素経済の発展に伴い、国内のみならず世界各地

の生産拠点と消費地を結ぶ輸送網の構築が欠かせ

ない。水素はガソリンなど従来の液体燃料に比べ

てエネルギー密度が高い一方で、体積エネルギー

密度が低いため、非常に軽く、長距離輸送に課題

がある。 

しかし、アンモニアなどの誘導体、あるいは LOHC 

を使って単位体積あたりのエネルギー密度を高め 

た上で輸送することが可能だ。 
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アンモニアの形で輸送、貯蔵された水素は、ア

ンモニア分解と呼ばれる化学反応で水素と窒素

に分解して放出される。この過程は高温高圧の

環境が必要で、これを効率的に行うためにルテ

ニウムなどの  PGMをベースとした触媒が使われ

る。 

LOHC は化学反応を通じて水素を吸収・放出す

るが、水素の吸収にはプラチナなどの PGM を

ベースとした触媒が使われる。 

 

その後 LOHC は常温常圧の状態で既存の燃料流

通網インフラで輸送及び貯蔵が可能となる。

そして LOHCから水素を放出する際にもプラチ

ナ触媒が使われる。 

合成燃料は低炭素あるいはカーボンニュートラ

ルな燃料だ。PGM 触媒を使って二酸化炭素と

再エネ由来の水素を合成して製造され、わずか

に手を加えることでガソリンの代わりにエンジ

ン車で使うことができる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

水素バリューチェーンを通じて  PGM は利用されている 
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